
第２回
大石田・横山地区かわまちづくり協議会

令和７年８月28日（木）午後５時30分

大石田町役場 大会議室



１）これまでの経過

・第１回かわまちづくり協議会の開催

・水辺で乾杯の開催

報告事項



１）これまでの経過

大石田・横山地区かわまちづくり計画

令和５年度
（１年次）

11月
12月
2月

第1回かわまち勉強会（町職員対象）
考える会（計3回開催）
第1回かわまちワークショップ（町民対象）
「大石田町・最上川の“好きなところ”“やってみたいこと”」

17名参加
18名参加
37名参加

令和６年度
（２年次）

6月

7月

8月

11月
1月

第2回かわまちワークショップ（町民対象）
「かわとまちをつなぐ“具体的なアイディア”を考えよう！」

第3回かわまちワークショップ事前勉強会（小学4年生）
水辺で乾杯！in最上川開催（町民対象）
第3回かわまちワークショップ（小学4年生）
第4回かわまちワークショップ（中学1年生）
「最上川で“こんなこと”をしてみたい」

※ワークショップ実施結果の取りまとめ
基本方針、ハードソフト施策の事務局案の検討
協議会委員の選定、スケジュールの見直し

大石田大橋周辺整備計画検討業務発注
第1回かわまち協議会
①かわまちづくり支援制度について、②かわまちづくりの方針について
③今後のスケジュールについて

36名参加

44名参加
50名参加
43名参加
38名参加

令和７年度
（３年次）

７月 水辺で乾杯2025～おおいしだ夜市～開催 約300名参加



１）第１回かわまちづくり協議会

【会議名】
『第１回 大石田・横山地区
かわまちづくり協議会』

【日時】
令和７年１月27日（月）
18時00分～19時35分

【会場】
大石田町役場3階 「大会議室」

【事務局】
大石田町建設課

【主な意見】
協議会の冒頭には庄司町長より、「最上川との共生により地域の魅力を創造し、住みよいまち、観光に訪れたいま
ち」を作り上げるというかわまちづくりの目指すべき姿が示されました。委員の方からは、大石田の舟運文化を象徴す
る「蔵」の活用や、住民自らが「自分事」として参画できる仕組みについて提案されました。そのほか、少子高齢化という
社会全体の課題を踏まえ、将来を見据えた計画とすることが必要など、活発な議論が交わされました。

【協議会委員】（敬称略）
■会 長
加藤 優一 （東北芸術工科大学 講師）
■会長代理
佐藤 里美 （文化財保護審議会 会長）
■委 員
小内 信幸 （区長会連絡協議会 会長）
鮎川 ゆき （商工会青年部 部長）
佐藤 美保子（社会福祉協議会 事務局次長）
高橋 康彦 （そば街道振興会 副会長）
芳賀 清 （観光協会 会長）
柏倉 智也 （小中学校PTA連合会 会長）
阿部 慎一郎（地域おこし協力隊）
【アドバイザー】
国土交通省 新庄河川事務所 工務第一課長
山形県 北村山道路計画課長

北村山河川砂防課長

【東北芸術工科大学 建築・環境デザイン学科 加藤講師（座長による講話内容抜粋）】
まちづくりを取り組むうえで必要なポイント（①目的を明確にする、②実現に向けた体制を作る、③プレイヤーを計画
段階から巻き込む）を押さえ、かわまちづくり事業を進めていきたい。単体だと魅力が足りない施設でも周辺施設と連
携することで魅力が高めることができる。地域資源を組み込みながら、魅力的な場所を作っていくことが求められる。
大石田町の環境と向き合いながら、豊かな暮らしを作っていくという視点でこの協議会を進めていきたい。

【協議会開催状況】



１）水辺で乾杯2025 ～おおいしだ夜市～

【イベント名】
水辺で乾杯2025～おおいしだ夜市～

【日時】
令和７年７月６日（日）
15時00分～21時00分

【会場】
黒滝橋周辺大石田堤防

【開催主旨】
かわまちづくり事業のプレイベントとして、河川空
間を活かしたイベントを開催し、今後のかわまちづ
くりへの機運醸成、整備後の活用イメージの共通
認識の形成を図る。

【来場者アンケート結果】

満足度平均（4.14pt)

【来場者の意見（抜粋）】
・イベントがなくなる中で、新しい事にはどんどん取り組ん
で欲しい。

・町長自らかわまちづくりについて、お話しされていたのが
印象的だった。

・大変楽しかったので、来年も続けてほしい。

堤防天端（河川空間）の利活用
（子どもの体験エリア）

【イベントの様子】

町長トークin水辺
（かわまちづくりについて）

7時7分水辺で乾杯



１）水辺で乾杯2025 ～おおいしだ夜市～



１）かわまちづくり方針について

・基本テーマ（案）及び基本方針（案）

・かわまちづくり方策（案）

２）ハード・ソフト施策検討方針について

・ハード整備検討方針（案）

・ソフト施策検討方針（案）

３）今後の進め方について

・令和７年度スケジュール

・先進地視察研修

協議事項



１）かわまちづくり方針について

大石田・横山地区かわまちづくりの基本テーマ（案）及び基本方針（案）の設
定にあたり、令和６年度に開催した第２回・第３回・第４回のワークショップ結
果を基にキーワードを抽出。



１）基本テーマ（案）及び基本方針（案）

抽出されたキーワードを基に、かわまちづくり計画の軸となるかわまちづくり
の基本テーマ案と３つのコンセプトによる基本方針案を検討。

〈かわまちづくりの基本テーマ（案） 〉

最上川に育まれた自然・歴史・文化を未来に引き継ぐ、
賑わいある大石田のかわまちづくり

〈かわまちづくりの基本方針（案） 〉

１．【安全・安心】

憩い・安らぎが感じられる場となる水辺づくり

２．【自然・歴史・文化】

四季折々の営みを発信して最上川の豊かな文化を伝えるかわまちづくり

３．【観光・交流】

“まち”も“かわ”も楽しめる町内外の人々が交流するかわまちづくり



１）かわまちづくり方策（案）

かわまちづくりの基本テーマ案及び基本方針案を踏まえ、ハード・ソフト施策
検討の指針とするかわまちづくり方策案を設定。

コンセプト 課題 方策（案）

安心・安全

1-1.堤防整備による安全性の確保 堤防整備による安全性の確保と高水敷の活用

1-2. 高水敷へのアクセス確保 堤防から高水敷へ行き来しやすいアクセスルートの検討

1-3.身近に感じられる水辺
水辺を身近に感じられる空間、水辺に近づきやすい場所
の検討

自然・歴史・
文化

2-1.舟役所跡や特殊堤の活用 歴史的資源である舟役所跡や特殊提の復元・活用

2-2.自然を体験できる取り組み 自然を満喫できる体験の提供

2-3.緑豊かな景観への配慮 緑豊かな景観に配慮した河川空間やまち並みの整備

観光・交流

3-1.広域的な交流拠点としての他都市等との連携
最上川の交流拠点として流域内外の自治体との連携
周辺施設との連携による賑わいの創出

3-2.来訪者の受け入れ環境の向上
まちから川へ人を誘導する取り組み
来訪者を受け入れるためのアクセスルート・駐車場等

3-3.若年層や子育て世代を呼び込む施策
水辺を活用した若年層や子育て世代をターゲットとしたイ
ベント開催などの取り組み

3-4.地域の魅力の発信・ＰＲ
地域資源を活用した魅力やかわまちづくりの取組み、イベ
ント情報等の発信・PR



２）ハード・ソフト施策検討方針について

.1

第２回WSの結果を基に、舟役所大門跡を含む「歴史・文化ゾーン」、下河原公園を中
心とした「レクレーション・安らぎゾーン」及び、花火大会の観覧スポットである「アウトド
ア・賑わいゾーン」の３つのエリアにゾーニングし、ハード検討方針（案）を検討。
現時点の検討では、WSを踏まえた最大限の整備メニューであることから、今後の検討
方針として、ニーズ調査等を実施し、優先順位を明確にしたうえで、整備メニューの絞り
込みを図る。



２）ハード整備検討方針（案）



２）ハード整備検討方針（案）



２）ハード整備検討方針（案）



２）ソフト施策検討方針（案）

今年度、水辺で乾杯を試験的に開催

第１回WSの結果を基に、想定されるソフト施策を検討。
今年度は、河川空間を利活用したイベントの試行として、「水辺で乾杯2025～おおいし
だ夜市～」を開催。当面は、町既存事業のリバイス（更なる河川空間の利活用）を図りな
がら、民間事業者と連携した事業スキームの構築を検討する。



３）今後の進め方について

大石田・横山地区かわまちづくり計画

令和７年度
（３年次）

８月

１月

２月

第２回かわまち協議会
①かわまちづくり方針について
②ハード・ソフト施策検討方針について
②今後の進め方について

第4回内部検討会議（役場課長会）
①維持管理計画について、②かわまちづくり計画書（案）について

第３回かわまち協議会
①第2回協議会における意見等への対応、②維持管理計画について
③かわまちづくり計画書（案）について

令和８年度
（４年次）

5月

7月

9月
11月

地元説明会
経過及びスケジュール説明
※かわまちづくり計画書（案）の公表、パブリックコメントの受付

第5回内部検討会議（役場課長会）
①かわまちづくり計画書（案）の修正について

第４回かわまち協議会
①第3回協議会における意見等への対応
②かわまちづくり計画書（案）の修正について

かわまちづくり事業基本設計業務発注
かわまちづくり計画登録事前審査

令和９年度
（５年次）

4月
8月
9月

10月

かわまちづくり計画募集開始
かわまちづくり計画登録認定
第6回内部検討会議（役場課長会）
①かわまちづくり計画書の提出について
②今後のスケジュール等について

第５回かわまち協議会
①第4回協議会における意見等への対応
②かわまちづくり計画書の提出について
③今後のスケジュール等について

かわまちづくり事業実施設計業務発注

令和10年度
（６年次）

4月 かわまちづくり事業開始
かわまちづくり事業実施設計
（R11以降）かわまちづくり事業工事

年次目標
・かわまちづくり計画書（案）の作成
※民間事業者等の参画検討

年次目標
・かわまちづくり計画書（案）の作成
・基本設計の作成（プロポーザル方式）

年次目標
・かわまちづくり計画登録認定

年次目標
・実施設計の作成



３）先進地視察研修（10月中旬～11月中旬）

【玉川村乙字ヶ滝かわまちづくり（令和２年登録）】
福島県玉川村では、自然と歴史のある乙字ヶ滝周辺地域に立ち寄る機会（楽しみ）を増やし、
滞在時間を延ばせる空間づくりを行い、「賑わいと交流の場となる空間」を地域住民、民間事
業者、村等が連携を図りながら、親水拠点の形成、交流人口の拡大を図っている。

出典：玉川村HP


